
1．はじめに

21 世紀の循環型社会の構築に向け，2000 年に「循

環型社会形成推進基本法」が公布され，家電製品・自

動車等，多くの品目について，使用済み後の廃棄物発

生抑制，資源化等がより強化されることになった。限

りある地球の資源を考えるとき，使用済み製品の適切

な処理は，建設機械においても重要な課題である。現

在，建設機械のリサイクルに関する法的規制はないが，

6日本建設機械工業会（以後，建機工）では，2001

年 7 月自主行動計画「使用済み建設機械のリサイクル

推進行動計画」を策定し，2010 年までにリサイクル

率を 97 ％に近づけることを目標に活動に取り組んで

いる。これまで建機業界では次のような活動を行って

きた。

建設機械は，一次ユーザの使用後も中古車として国

内外で使用される例（製品リユース）が多い。その流

通状況に関する調査は 1980 年から継続的に行ってい

る。1997 年には「リサイクル推進のための製品設計

段階における事前評価のガイドライン」を策定すると

ともに，再資源化が困難とされている使用済みゴムク

ローラやカウンターウェイトの適正処理等，個別課題

の検討も試みてきた。

2001 年には使用済み建設機械の実態調査，2002 年

には建設機械リサイクルの有効な手段であるリサイク

ル部品の流通段階における実態調査を行った。さらに，

2006 年に同様な実態調査を行い，リサイクルの推進

状況を調査した。

ここでは，以上のような建機業界の活動を踏まえ，

使用済み建設機械のリサイクルの状況と課題等に関し

て述べる。

2．リサイクルの現状

6日本鉄リサイクル工業会の協力を得て，リサイク

ル・解体事業者等を対象に，使用済み建設機械のリサ

イクル状況を，アンケート調査した。2006 年度は配

付先総数 408 社，回答 94 社の結果である。

（1）建設機械の解体実施状況

図― 1はアンケートを送付した事業者が建設機械

の解体を手がけている状況を示す。回答した事業者の

3分の 2，60 社が建設機械の解体を実施している。
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循環型社会形成に向けた活動として，6日本建設機械工業会では，使用済み建設機械のリサイクル推進
に関する自主行動計画を作成し，その目標達成のための活動を行ってきた。リサイクルをする上で，長年
課題となっていた重量 3部品（カウンターウェイト，ゴムクローラ，大型タイヤ）のうち，カウンターウ
ェイトとゴムクローラについて，対応策の検討が進み，適正なリサイクルが可能になった。また，建設機
械のリサイクルの現状を，5年を隔てて 2回調査し，推移を把握した。建設機械のリサイクル率は機種ご
とに算出し，リサイクル対策の結果が目標値に近づいていることを示した。
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図― 1 建設機械の解体状況



（2）解体処理台数

建設機械の機種別解体台数を図― 2に示す。建設

機械の解体を実施している事業者の年間解体台数は合

計 2407 台であったが，解体される建設機械の中では，

ミニショベル（6トン未満の油圧ショベル）が最も多

く 37 ％，続いて油圧ショベルが 25 ％，ブルドーザ系

15 ％であった。年間 1社あたりの機種別解体台数を，

前回調査（2001 年）と比較して図― 3に示す。1 社

あたりの解体台数は，いずれの機種でも増加している

状況である。使用済み建設機械の排出量の増加ととも

に，最近の鋼材価格の高騰もリサイクル推進の要因に

なっているものと推定される。

（3）部品取りの状況

建設機械は解体する前に，売却，再生使用などの目

的で，有用な部品を取り外すことが多い。例として，

油圧ショベルの部品取り状況を図― 4に示す。これ

は，部品取りしていると回答した事業者のうち，部品

取りの量に関係なく，部品ごとに部品取りをしている

事業者の割合を示す。部品の中ではエンジンの部品取

りが多いが，他の建設機械でも同様で，エンジンは最

も多く部品取りされている。

（4）重量部品の処理

建設機械のリサイクルを推進する上で，課題となる

のは，重量が大きく，リサイクルが困難とされている

重量部品（カウンターウェイト，ゴムクローラ，大型

タイヤ）の適正処理である。これら重量部品の処理状

況を図― 5に示す。図― 5には，前回調査（2001 年）

の結果を比較して示す。

カウンターウェイトには，製缶体の箱の中に鉄鉱石

やポンチカス等を入れ，セメントで固めた製缶製カウ

ンターウェイトと，鋳物でつくった鋳鉄製カウンター

ウェイトの 2 種類がある。リサイクルの観点からは，

製缶製カウンターウェイト（図中では“コンクリート”

で表示）が課題であるが，前回調査以降，リサイクル
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図― 2 機種別の解体台数
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図― 3 1 社あたり機種別解体台数

図― 4 油圧ショベルの部品取りの状況
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図― 5 重量部品の処理状況



の実証実験を行って対策が検討され，リサイクルが進

み始めた。（3項参照）

鋳鉄製カウンターウェイトのリサイクル率はもとも

と 90 ％を超える高さであったが，今回の調査で更に

リサイクル率が改善されていることがわかった。鋳鉄

製カウンターウェイトの主要な課題は“小割り”であ

る。溶融してリサイクルするためには前処理として，

小さくする必要がある。カウンターウェイトはサイズ

が大きいため，小割りするためには，設備に一定の性

能が求められるのである。

ゴムクローラも前回調査に比較し，リサイクル率の

改善が認められる。ゴムクローラは心金，ワイヤ，ゴ

ムから構成される部品であり，これまで切断法，ゴム

と金属との分離法，電炉処理法等，リサイクルに関す

る方法が検討されてきた。一方，このほど環境省の広

域認定制度として認められたので，今後ゴムクローラ

のリサイクルが推進し，リサイクル率の向上が期待さ

れているところである。

タイヤは前回調査に比較し，リサイクル率が低下し，

リサイクルが進んでいない結果が得られた。建設機械

では直径の大きなタイヤが使用される。リサイクルす

る際に，技術的な課題となるのはこのような大きなタ

イヤである。前処理として，切断し小さくする必要が

あるが，それに適した設備が整っていないことがネッ

クとなっている。

3．カウンターウェイトのリサイクル

建設機械のカウンターウェイト（図― 6）は，作業

時の作業性や安定性を確保し，安全に，効率よく作業

するために装着されている。このような目的から，カ

ウンターウェイトには，コンパクトで重くなるよう比

重の高い素材が使われる。当初は鋳物や鉄板など鉄系

の素材が使われていたが，素材の高騰や機械の原価改

善のニーズを受けて，1975 年前後から製缶製カウン

ターウェイトに置き換わってきた。

しかし，製缶製カウンターウェイトは，鉄資源とし

て有用な外板と内容物（鉄鉱石や砂等）を分離処理す

ることが困難で，処理費用がかかる。また，内容物自体

のリサイクル価値が低く，さらに重量物でもあるため

輸送コストが高いことで，不法投棄のリスクがあった。

（1）使用済みカウンターウェイトの発生の状況

使用済みカウンターウェイトの発生は年間約 1500

個が推定されている（図― 7）。

（2）製缶製カウンターウェイトのリサイクル法

製缶製カウンターウェイトの資源化は業界として，

長い時間をかけて研究を重ねてきた。2004 年度には

経済産業省の「モデル循環システム事業」として建機

工が委託を受け，回収・解体・リサイクルの実証実験
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図― 6 カウンターウェイト

図― 7 油圧ショベルの中古車発生台数及び流通経路
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図― 8 実証実験の概要



を行った。図― 8に実証実験の概要を示す。

（3）カウンターウェイトの解体

回収したカウンターウェイトの解体は油圧ショベル

に解体アタッチメントを付けて行い，製缶部を引剥し，

内容物と分離する（図― 9）。製缶部分は，鉄材であ

るため，通常の鉄スクラップとしてリサイクルルート

に乗せることができる。

（4）内容物のリサイクル

内容物はカウンターウェイトのメーカ・年式等で異

なるようであり，実証実験では次のような 4種類のタ

イプが認められた。

①鉄鉱石に重量調整用のポンチカス等を加えてコンク

リートで固めたもの

②黄鉄鉱に重量調整用のポンチカス等を加えてコンク

リートで固めたもの

③ショットブラスト処理屑，もしくは溶接スラグ等に

重量調整用のポンチカス等を加えてコンクリートで

固めたもの

④鉄鉱石，黄鉄鉱，鉄粉，コンクリートのみで構成さ

れたもの

これらの内容物に関し，鉄分はリフティングマグネ

ット･アタッチメントで選別してスクラップ材に，そ

の他の内容物は破砕し，新しいカウンターウェイトの

内容物として再使用する。

（5）カウンターウェイトの回収・リサイクル活動

製缶製カウンターウェイトは技術的には以上述べた

方法で，残渣物は全くなく利用できることを実証でき

たが，実際の活動ではいかに回収するのかが，大きな

課題として残った。種々検討の末，現在はカウンター

ウェイト排出者の負担がなく，またいずれの建機メー

カのものであれ，図― 8のフローに沿って，当社が

カウンターウェイトの回収・リサイクル活動を，2006

年度より実施している。

4．建設機械のリサイクル率

使用済み建設機械を解体し，実際にリサイクルされ

る構成部品の重量割合をリサイクル率（実効率）と定

義する。リサイクル部品には，マテリアルリサイクル，

サーマルリサイクルされているものを含み，リユース

部品はリサイクル扱いとする。

カウンターウェイト，ゴムクローラ，タイヤをリサ

イクル不可とし，機種別にリサイクル重量と総重量を

算出して積上げて求めた，2001 年当時のリサイクル

率を図― 10 に示す。主要 4 機種の合計平均で約

86 ％のリサイクル率である。製缶製カウンターウェ

イトを使用している油圧ショベルは 78.3 ％と最も低

いが，製缶製カウンターウェイトを 100 ％リサイクル

すると，リサイクル率は 97 ％を超える。また，ゴム

クローラを使用しているミニショベルでは 85.5 ％で

あるが，ゴムクローラを 100 ％リサイクルすると，こ

のリサイクル率も 97 ％以上となる。

前述のように，カウンターウェイトやゴムクローラ

のリサイクル技術とリサイクルルートを確立し，実行

すれば，自主行動計画の目標である使用済み建設機械

のリサイクル率 97 ％以上に，極めて近づくことがで

きる。

残された課題は大型タイヤのリサイクルである。

5．おわりに

使用済み建設機械を解体するのは，解体業者や中古

部品取りなどの事業者である。リサイクルを推進する

ためには，これらの事業者が安全にかつ環境に配慮し

て，リユースやリサイクルできることが重要である。
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図― 9 アタッチメントによる解体
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図― 10 建設機械の機種別リサイクル率（2001 年）



このため，建機工では建機の解体マニュアルを作成し，

ホームページに開示している。また，今後発売される

油圧ショベルには，製缶製カウンターウェイトの内容

物がわかるよう表示することを検討している。

以上のような活動により，自主行動計画の目標が達

成されることを願っている。

本稿は建機工の「建機リサイクル推進プロジェクト

チーム」の活動結果などを引用させていただいた。改

めて，6日本建設機械工業会に謝意を表します。
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